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10月７日～９日の日程で、九州北部豪雨災害の被災地である 

福岡県朝倉市と大分県日田市に支援活動に行きました。今回は西

宮市社会福祉協議会様と共同実施です。 

まず、朝倉市の杷木小学校に建設された仮設住宅集会所でカ

フェ＆ハンドアロマを行いました。西宮から持参したお菓子とお

茶を召し上がっていただきながら災害当時のことも色々とお聞き

し、帰る頃には皆さんすっきりした笑顔になられていたので、こち

らもほっとしました。 

 カフェと並行して、他のメンバー

は日田市の『夜明にこにこ保育園』

を訪問させていただきました。甚大な被害が出たため 改修工事を行い、よ

うやくもとの場所に戻って再開されている保育園です。前回、必要なものを

お聞きし遊具を送らせていただいたのですが、子どもたちが遊具を手にと

ても喜んでいる様子が伝わってくる写真を園長先生より頂戴しました。 

 株式会社フェリシモさんも段ボールハウス

等をご寄附くださっています。必要なものを、

必要な数、必要なタイミングでお送りするとい

う本当に有り難いご支援に感謝いたします。 

朝倉市の避難所である「らくゆう館」でも、ロビーにてカフェ＆ハンドアロ

マを実施させていただきました。 

今回色々とお世話になりました杷木小学校仮設住宅の自治会代表、および、

集会所の管理長、また、夜明にこにこ保育園の園長、そして、らくゆう館の関

係者の皆様に心からお礼申し上げます。 
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～朝倉市・日田市のその後～ 
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10月の連休に九州北部豪雨災害の被災地を訪問し

ました。この地域が水害に見舞われたのは7月のこと

でした。大災害から3ヶ月といえばどのようなイメー

ジを抱かれるでしょうか。家々になだれ込んだ泥や

流木が取り除かれて片付き始めている…避難所で不

自由なくらしをされていた皆さんも仮設住宅等に移

られて少しは落ち着いた雰囲気が戻ってきている…

子ども達は、学校や幼稚園の再開にあわせて、水害の

前と同様に勉強したり遊んだりしている…など、ま

だ元通りの生活と言うにはほど遠い状態ではあって

も、次のステップがほのかに見え始めている姿を想

像されるのではないでしょうか。今回の訪問では、確

かに、一見するとそのような印象も受けました。しか

し、少しじっくりと現地の方々とお話ししています

と、ようやく自宅の泥かきを始めたばかりという方

に出会いました(早速、一緒に行った西宮のボラン

ティアさんがお手伝いをされました)。仮設住宅集会

所で開きましたハンドアロマ・お茶会では、水害を昨

日のことのように、興奮冷めやらぬご様子で話され

る方々に出会いました。避難所を訪れますと、床上浸

水の家屋は無事だから仮設に入れない、かといって、

電化製品が水没したので自宅に戻っても何もできな

いから避難所に残っているという独居高齢者に会い

ました。実は、被災地は、まだまだこれから、なので

す。 

九州北部豪雨水害につきましては、残念ながら、関

西では報道の量が減っています。正直なところ、高い

関心を持つ人は決して多いと言えないように思えま

す。ＮＶＮＡＤでは、これからも、被災された方々の

ことを決して忘れず、皆さまの被災者・被災地へのお

気持ちをじっくりとお届けしていきたいと思いま

す。（理事長 渥美公秀） 

Vis ion 117  

 10月20日～22日、福島県

郡山市を訪問、活動しまし

た。今回の訪問では、西宮か

ら支援を続けさせていただい

ている仮設住宅のお茶会参加

のほか、東原団地の復興公営

住宅において開催されたお楽

しみ茶話会のお手伝いもさせ

ていただきました。東原団地

の集会所においては、NPO法人ハートネットふくしまさんが、お楽しみ茶話会と称し、毎月住人の皆さ

んと料理やお菓子づくりを行い、復興住宅におけるコミュニケーションの機会を提供しておられます。

10月のメニューはたこ焼き。雨にもかかわらず、集会所には沢山の方が集まってこられました。 

東日本大震災から6年半が過ぎましたが、その間、ハートネットふくしまさんは、被災者を中心に見据

えた活動をずっと続けてこられました。20日に伺った仮設住宅では、病院に行くため、息子さんに車椅

子を押してもらっていたおばあちゃんが、吉田さん(ハートネットふくしま理事長)の姿を見つけるやいな

や、満面の笑みで両手を必死に振っておられる姿を目にしました。その様子から、ハートネットふくし

まさんがこの6年半、いかに被災者に寄り添い、支援してこられたかが伝わってきました。 

 自然災害が多発する中、継続した支援を行うことは難しいのが実情ではありますが、今回の訪問を通

して、NVNADが大切に考えている中長期的支援を可能な限り行っていきたいと改めて感じています。 

～支援を続けて～ 
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 今回（８月20日）は、朝倉市で被災後初

めてのプレーパークが開催されるとのこと

で訪れました。ゆったりした遊び場で楽し

そうに遊ぶ子どもたちとともに、リラック

スした保護者たちが印象的でした。子ども

のためだけでなく、大人にとっても大事な

場だと再認識しました。私やNVNADス

タッフも紹介して頂き、今後も繋がってい

ければと思っています。 

 近年頻ぱんに起こる災害ですが「まさか

自分のところが被災するとは思わなかっ

た」と、被災地の皆さんは仰います。どこ

で起きても不思議ではない災害に備えると

ともに、被災地の方たちに思いを馳せることの大切さを痛感しました。（ＮＶＮＡＤ理事 米山清美） 

東日本大震災翌年の平成24年度から

始まった岩手県野田村との交流事業です

が、西宮の中高生の野田村訪問は今年5

回目となります。今回（8月25～27日）は、

中高生を含む8人が参加し、野田祭り子ど

もみこしサポート、新設された のんちゃん

公園での出前プレーパークなどを実施し

ました。交流事業では、いつも野田村にあ

る国民宿舎を利用していますが、保護者

の協力で今回初めて中高生のホームステ

イを実施しました。仮設住宅から新居に

移った中学生宅でしたが、本当にお世話になりました。 

9月21日には西宮市副市長に面会し、これまでの経緯と野田村での話し合いを報告しました。副市長は野田村

の子どもたちが西宮に来たときにも合ってくださっています。西宮市としても、交流事業をサポートしてくださるよう

お願いしました。   

 震災から6年半、翌年から始まった交流事業も6回目になります。子どもたちの成長が野田村の復興に役立つこと

を確信しつつ、今後は野田村の皆さんが主体になることをサポートしていきたいと思います。（ＮＶＮＡＤ理事 米山

清美） 

 鬼怒川の堤防が決壊し、大水害に見舞われた常総市。ヘリ

コプターによる救出作業がテレビで流れてから２年が経過し

ます。9月14日、西宮市民会館にて、常総市ＮＰＯセン

ター・コモンズ代表 横田能洋氏にその後の経過と現状をお

話しいただきました。緊急期におけるＮＰＯ拠点の役割や課

題点、復興にむけての支援の仕方や態勢作りなど大変貴重な

お話しを聞く機会となり、ＮＰＯが果たす役割について改め

て考えるひとときとなりました。横田能洋様、ご聴講くださ

いました皆様、どうもありがとうございました。 

九州北部豪雨災害  『プレーパーク』 
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９月10日、ウエスティン都ホテル京都にて、

京都ＺＥＲＯワイズメンズクラブ主催の会合が

盛大に開催され、ＮＶＮＡＤは第２部のＤＩＧ

(災害図上訓練)を担当させていただきました。 

参加者は450名、45のテーブルに分かれての

実施となりました。まず最初にテーブルごとに

自己紹介をしていただき、地図の上に役場や学

校や公園などの基礎情報を落とし込んでいただ

きました。そして、京都市で危惧されています

花折断層地震が発生したとの想定で、被害状況

や避難場所の確認の作業を各グループで行い、最後に、３つのグループのリーダーからこのＤＩＧの感

想を述べていただきました。これほどの人数でのＤＩＧは初めてでしたが、貴重な経験をさせていただ

きました。主催団体の京都ＺＥＲＯワイズメンズクラブの澤井様、皆様、色々とお世話になりました。 

 10月15日、三重県津市のサンパレスにて津市民防災

大学が開催され、今年も「タウンウッチング＆災害図上

演習」を担当させていただきました。午前中は、津市内

で病院や市役所、小学校や津城など６カ所のチェックポ

イントをまわるというタウンウッチングを実施し、途中

津波避難ビルや危険箇所なども確認しながら歩きまし

た。昼からはサンパレスの会場で、津市の広域地図を

使って災害図上演習(ＤＩＧ)を実施しました。 

 ４つのグループに分かれて、『本人と幼児と車椅子の

高齢者の３人が、ある公園でのイベント参加中に、急に

大雨が降ってきた』との想定で、情報収集の方法や避難場所の確認などをグループで話し合っていただ

きました。最後に、津市防災課の職員から津市での防災の取り組みなどについて色々と説明をしていた

だきました。受講生の数名から、「今回学んだことを自分たちの地域に持ち帰って広げたい」とうれし

い声もお聞きし、よかったと思いました。実行委員の皆様、津市防災課の皆様、ご協力ありがとうござ

いました。 

 10月７日(土)と14日(土)、昨年に引き続き西宮

市社会福祉協議会との共催事業として、「災害ボ

ランティア養成講座」を西宮市総合福祉センター

にて開催しました。 

 １日目(10月７日)は「災害ボランティアとは」

と題しての講演会で、九州北部豪雨災害の活動事

例を中心に、災害ボランティアの役割や心構えな

どについてお話しました。２日目(10月14日)の前

半は、災害ボランティアに行くと仮定し、「準備

するものは？」についてグループで話し合って発

表していただきました。後半は、クロスロードの手法を使って、災害ボランティア活動でよく問題とな

る自宅以外の畑作業や避難所での物資配布、仮設住宅での仮設以外の住民との交流イベントなどをテー

マに、６問にチャレンジ。講座終了後、希望者には災害ボランティア制度に登録していただきました。 

京都ＺＥＲＯワイズメンズクラブ 
～災害図上訓練～ 

津市民防災大学 
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  野田村ファンクラブ 
 ９月３０日、野田村ファンクラブ主催で、バーキューを大阪大学吹

田キャンパスにて実施しました。今回は昨年９月に続いて岩手県野

田村から野菜などの食材を取り寄せて行いましたが、参加者にはと

ても好評でした。野田村ファンクラブは、関西学院大学のボラバス参

加メンバーや大阪大学災害ボランティアサークルすずらん、大阪大

学渥美研究室やＮＶＮＡＤなどのメンバーが中心となって、岩手県

野田村のことを関西でも忘れず、野田村の要素を取り入れた活動を

やっていこうといった趣旨で活動しているクラブです。これからも定期的に活動が出来ればと思っています。 

 ８月２日～３日、子ども防災クラブの第１回目の

行事として兵庫県佐用町の南光自然観察村で１泊２

日のキャンプ交流会を行いました。 

 １日目は、佐用町水害のお話しを聞いてからみん

なでテントの設営をし、川遊びを楽しんだ後にカ

レー作りをしました。調理や飯盒炊さんが初挑戦の

子もいましたが、どの班もあまり焦げ付かず、上手

に炊けました。 

 ２日目は、朝食を食べてから、ダンボールや厚紙

を使ってブーメランとフリスビーを作り、防災関連

の言葉や絵を描いて飛ばして遊びました。最後まで

やり通すことや協力することやの大切さなど、大自

然の中でたくさんのことを学んでくれたことと思い

ます。ご協力くださった学生リーダーの皆さん、ど

うもありがとうございました。 

 ８月22日、ＫＳＮ（関西学院大学、西宮市

社会福祉協議会、ＮＶＮＡＤ３者が主催）で

交流イベントを開催しました。今回は、大阪

港天保山にある魔法の美術館に行ってきまし

た。子どもたちは阪急西宮北口駅や阪神甲子

園駅に集合し、学生リーダーと一緒にグルー

プに分かれ、電車に乗って天保山を目指しま

した。電車の切符は子どもたちが自分で購入

し、ちょっと大人になった気分を味わっても

らいました。美術館内は、色々と面白い画像の演出がいっぱいで、楽しい夏休みの１日になったことと

思います。 

 10月21日、高木小学校で「子ども防災ク

ラブ」第３回目の活動を行いました。今回の

プログラムは、初の試みとなる『防災運動

会』です。「かりもの競争」「玉入れ」「リ

レー」などお馴染みの競技に防災の要素を取

り入れ、オリジナリティあふれる楽しい運動

会となりました。体育館でのびのびと走り回

り、頭と身体を使って楽しみながら、防災に

ついて学んでくれたのではと思います。ご協

力くださった大学生リーダーの皆さん、どう

もありがとうございました。 

子ども防災クラブ子ども防災クラブ子ども防災クラブ   

防
災
運
動
会

防
災
運
動
会

防
災
運
動
会   
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１０月１５日、西宮市の高木公園にて恒例の高木

秋まつりが開催され、当団体も模擬店として参加さ

せていただきました。熊本地震の被災地の支援活動

風景の写真の展示と、人気コーナーとなりつつある

魚つりゲームを実施しました。あいにくの雨模様で

したが、たくさんの小学生や小さいお子さんが参加

してくれて、一時は行列ができるほどの盛況ぶりで

した。真剣な顔で魚をつる子ども達がとても可愛ら

しかったです。お手伝いいただいた学生ボランティ

アさん、どうもありがとうございました。 

 １０月２８日～２９日、大阪府田尻町

立小学校にて、たじり子ども防災キャン

プが開催されました。ＮＶＮＡＤは、１

日目の災害図上訓練(ＤＩＧ)と避難所運

営訓練(ＨＵＧ)を担当させていただきま

した。いずれも子どもを対象に実施する

のは初めての経験でしたので、説明や進

行も試行錯誤しながらで、子どもたちにどれだけ伝わったか少々心配ではありますが、予定していたプ

ログラムは実施できたかなとは思います。夜はダンボールベットを組み立てて寝ましたが、子どもたち

にとって貴重な経験になったのではないかと思います。この防災キャンプ主催された「たじり子ども防

災キャンプ実行委員会」の皆様、お世話になりました。それと、各グループの学生リーダーを担当して

くださったユースサービス大阪の皆様にもお礼申し上げます。 

 ９月７日(木)、兵庫県丹波市にある前

山小学校にて、全校生を対象にした防災

授業が開催され、今年も大阪大学災害ボ

ランティアサークルすずらんの学生リー

ダーと一緒に行ってきました。 

 １コマ４５分という短い時間ではあり

ましたが、１年と２年には「ぼうさい

ダック」、３年と４年には「防災クイズ」、そして、５年と６年には「クロスロード」を実施させてい

ただきました。昨年の内容を覚えてくれている子どもたちも多数いて、この防災授業の効果が出ている

のではと少しうれしくなりました。今回もお世話になりました、前山小学校の蘆田校長先生をはじめ、

教職員の皆様、そして、前山オアシスの北村さま、高見さま、色々とありがとうございました。 

前山小学校 

防災授
業 

田尻町 

子ども防災キャンプ 

高木秋まつり 



Newsletter vol.113                                 2017.11.17  

- 7 - 

ＮＶＮＡＤの活動をお知らせするコーナーです。 Ｎうごき 
８月 2～3日 防災チャレンジキャンプ(兵庫県佐用町) 

 4日 災害マニュアル勉強会(大阪府池田市) 

 5日 ＮＶＮＡＤ研修会(西宮市) 

 8日 災害ボランティアセンター会議(西宮市) 

 9日 九州北部豪雨災害活動報告会(神戸市) 

 17日 ニュースVol.112発行 

 18～20日 九州北部豪雨支援活動(福岡県朝倉市・日田市)プレーパーク活動 

 22日 ＫＳＮ学習会(西宮市) 

 25～28日 野田村へ西宮子どもたち交流ツアー(岩手県)野田村交流事業 
 

９月 7日 前山小学校防災授業(兵庫県丹波市) 

 10日 京都ＺＥＲＯワイズメンズクラブＤＩＧ(京都市) 

 14日 常総市水害報告会(西宮市) 

 23日 ＮＶＮＡＤ研修会(西宮市) 

 30日 野田村ファンクラブ交流イベント(大阪府吹田市) 
 

10月  4日 ＮＶＮＡＤ通常理事会(西宮市) 

 7日 災害ボランティア養成講座1日目(西宮市) 

 7～9日 九州北部豪雨災害支援活動(福岡県朝倉市・日田市) 

 14日 災害ボランティア養成講座2日目(西宮市) 

 15日 津市民防災大学(三重県) 

 21日 第２回子ども防災クラブ(西宮市) 

 28～29日 子ども防災キャンプ(大阪府田尻町) 

 29日 のだもん実演会(西宮市) 

今後の予定・講演などのスケジュール Ｎごよみ 
11月 1日 西宮市総合防災訓練(西宮市) 

 4日 災害ボランティア養成講座「入門編」(大阪府岬町) 

 5日 第26回生協まつり(神戸市) 

 10日 九州北部豪雨災害活動報告会(西宮市) 

 17日 ニュースVol.113発行 

 19日 防災ふれあいウォーク(西宮市) 

 23日 災害ボランティア養成講座「ステップアップ編」(大阪府岬町) 

 30日 クロスロード体験講座(西宮市) 
 

12月  8日 防災講演会(西宮市) 

 9日 災害食について講演会(西宮市) 

 11日 第14回小学生ぼうさい探検隊マップコンクール審査会(東京都) 

 15日 災害ボランティア養成講座(大阪府八尾市) 

 16日 第４回子ども防災クラブ(西宮市) 

 16～17日 災害ボランティアコーディネーター養成講座(三重県伊勢市) 

 23～24日 佐用町訪問(兵庫県) 

 27日 親子防災教室(和歌山県みなべ町) 
 

 1月  7～9日 第22回チャリティーカレンダー市(西宮市) 

 16日 1.17行事(西宮市) 

 27日 第5回子ども防災クラブ(西宮市) 

 27日 第14回小学生ぼうさい探検隊マップコンクール表彰式(東京都) 

 28日 イザ！美かえる大キャラバン！2018(神戸市) 
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今年の１０月は、台風２１号・２２号と２週続けて週末に日本列島にやってきました。２１号では

近畿でも各地で被害が発生しました。最近、台風の巨大化がとても危惧されています。台風や大雨

に対する備えの意識が、ますます必要になってくるのではないでしょうか。(Ｈ.Ｔ) 

 

認定特定非営利活動法人 日本災害救援ボランティアネットワーク〔ＮＶＮＡＤ〕 
 〒662-0854 兵庫県西宮市櫨塚町２番20号 西宮商工会館南館 TEL0798(34)9011 FAX0798(34)9022 

http://www.nvnad.or.jp/ 発行人：渥美公秀  

編集後記 

～会員・寄付者・募金者のみなさま～ 
 

■会員のみなさま(２０１７年８月１日～２０１７年１０月３１日) 

 個 人 正 会 員 ：「継続」松本清子、池田直樹、岩瀬哲正 

 個人賛助会員 ：「継続」森雅之、金井佐稚子、前内安一、石井保江、原田陽子、柴藤成利 

 法 人 正 会 員 ：「継続」株式会社関西技術コンサルタント 

 

■寄付者のみなさま(２０１７年８月１日～２０１７年１０月３１日) 

 「一般」 ： 近畿ろうきん社会貢献預金「すまいる」、ＮＰＯ寄付システム契約者の皆様 

   ソフトバンクかざして募金(寄付者)の皆様、西村桂子、深山操江、戸口京子 

          今井千郎、小野明雄、山田明子  

 

■募金者のみなさま(２０１７年８月１日～２０１７年１０月３１日) 

 「東日本大震災」  グッドスナカヤマヨシ 

 「平成２８年熊本地震」 梶昌代、三浪冨士子、高木秋まつりにご来場の皆様  

 「九州北部豪雨災害」 貫牛利一、鶴田美紀代、フルツカ、田中稔昭、山岸春治 

                 小林良彦・静子、西澤裕美、コナモン大会にご来場の皆様 

                 柏原市災害ボランティアコーディネーター会有志の皆様 

 

■ご協力いただいたみなさま 

株式会社高山堂、株式会社フェリシモ 

                           (順不同、敬称略) 

ご支援、ご協力ありがとうございました。 

尚、振込み頂いた方につきましては、振込名でご紹介させていただきましたのでご了承下さい。 

2018年 恒例のチャリティーカレンダー市開催のお知らせ  
 

開催日  2018年１月７日(日)・８日(月・祝)・９日(火)の３日間 

 10：00～18：00(但、９日は14：00まで) 

会 場  西宮市役所東館８階大ホール 
 

その他詳細につきましては、決定次第ホームページやブログなどでお知らせします。 
 

「カレンダー市の趣旨」 
皆様から頂いたカレンダーを販売する好評のチャリティバザーです。 

売上金は、国内外の災害(東日本大災害、熊本地震、九州北部豪雨ほか今後の災害)に対する 

支援活動の直接費・間接費の費用として使用させていただきます。(事務局) 


